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1。Residue　Analysis

　こ の カ テ ゴ リーIII−1 の 分野 に は 73 題の ポ ス ター
発表が

あ り，ま た直前の エ ン ト リー群の HI−100番台か らも 8 題が

こ の 分野の もの で，合計 81題 が残留農薬分析 に 関す る発表

で あ っ た．これ らの うち 11題 （III−1−24C 秋山，　 IH・1−25A 起

橋，III−1−57C 梶 田，　 III−1−19A 岡本，　 III−1・22A 滝埜，　 III−1−

23B滝野，　 III−1−05B落合，　 III−1−39C飯島 ，
　 Ill．1．66C　Gavin

Rose，［II−1−35B　Arpad　Ambrus ，　 III−1−62B　Nim 飴 C．　Chen）が

選 ば れ，口頭発表を 行 っ た。一
人で 複数の 演題 を発表 す る

参加者が 9名い た た め ， ポス ター発表者数は 70名で あ っ

た，こ の うち 33 名が 日本人 で ，全体の ほ ぼ半数 の 47％ を

占め た．次 い で 多い の は隣国 の 大韓民 国で H 名 （16％），

次が イ ン ドの 9 名 （13％ ），そ の 他 旦2 ヶ 国か ら各 1〜3 名で

あ っ た．た だ し外国人の 中に は キ ャ ン セ ル も数名あ っ た模

様 で，い くつ か の 演題 で は ポ ス ターが 掲示 され て い な か っ

た，ま た，距離的 に 遠 い こ と と，3 ヶ 月前の 2006年 5月 に

ヨ
ー

ロ ッ パ 農薬残留 ワ
ー

ク シ ョ ッ プ が 行わ れて い た こ とか

ら，EU 圏内か らは わずか 3名 の 発表 に とど ま っ た．こ・の

Residue　Analysisの カ テ ゴ リ
ー

で は，前処理 や 分析手段 と

い っ た 分析法に 関す る発表や，モ ニ タ リ ン グ結果 に 関す る

発表が主流 で あった ．そ の う ちい くつ か にっ い て ま とめ た

の で報告す る．

L 　サ ン プ リン グ

　Arp直d　Ambrus （III−1−35B　Hungarian　Food　Safety　OMce）

は，作物 の 大小 と，サ ン プ リ ン グ サ イ ズ に よ る測定値 の 不

確 か さ に つ い て 発表 した．小 さ な果物，大きな作物，葉菜

類等 で 1個ずつ の 測定値の 分布を調 べ ，高い 確率をも っ て

そ の 値 が全体を表 して い る と言 え る た め に は，何個 の 作物

を
一

つ の 試料として扱えばよい か，を検討 した．その 結果，

小 さな 果実は 10 個，大きな作物 や葉菜類 は 5 個を
一

つ の 試

料 と して 用 い る と よい こ と が報告され た ．

2．抽出

　小野 ら （III−1−02B 西川計測）は ， 241 種 の 農薬に 対 し

て二 酸化炭素超臨界流体抽出装置の 適用 を検討 した．従来，

超臨界流体抽出の 難点と して ，極性農薬お よび ピレ ス ロ イ

ド剤に対 して十分 な 回収率を得 られな い こ とが 指摘 さ れて

い た．しか し， 極性農薬の 抽出に 至 っ て は リ ン酸塩を処理

す る こ と で，ま た ピ レ ス ロ イ ド剤で は，イ オ ンペ ア 試薬を

用 い る こ とに よ っ て そ れぞ れの 農薬 の 回収率 は向上 し，213

農薬に 対 して 70〜120°／， の 良好な 回収率 が得 られた，ま た，

落合 ら （III−1−05B 　ゲ ス テ ル ） も超臨界流体を用 い た

GCIMS 大量注入法に よる多成分
一

斉分析を行 い，106種 の

農薬で 添加圓収率お よ び相対標準偏差 は良好な結果 で あ っ

た こ と を報告 した．こ れ ら二 酸化 炭素 を超臨界状態 に して

農薬の 抽出溶媒として利用す る手法は ， 有機溶媒使用量削

減 に よ る環境負荷低減の 視点 か ら も有用 で ある と考え られ

る。

3．精製

　簡便か っ 迅 速 な 前処 理 法 と して 知 られ る QuEChERS法改

良の 試み は，岡本ら，起橋ら （m ・1・tgA，25A 　大阪府立 公

衆衛生 研究所）に よ っ て 報告さ れた，岡本 ら は，柑橘類の

防 カ ビ剤 に 対 して QuEChERS法を用 い，精製 に oDs を加

え る こ と に よ っ て 精油成分 の 除去を行 っ た．起橋 らは，従

来的な 抽出法 に QuEChERS法 の 脱水操作を取り入 れ，農作

物中に おけ る 農薬の 抽出か ら精製ま で約 1時問で 完了す る

前処理法を確立 した．精製過程で は，作物由来 の 脂肪酸 や

色素 を 効率良 く取 り除 く た め に ，グ ラ フ ァ イ トカ
ー

ボ ン

（GCB ）〆PSA 二 層式固相抽出カ ラ ム を 用 い た．289 農薬で 添

加回収実験を行っ た結果，回収率は概ね 70〜120°
／，，相対標

準偏差 20％ 以下 で あ っ た，

　飯島 ら （III−1−39C 　残留農薬研究所） は，農作物由来 の

マ トリッ ク ス を効果的 に 除去す る の に 頻繁 に 使用 さ れる 3
つ の 陰 イ オ ン交換 カ ラ ム ，PSA ，　NH2 ，　SAX と多孔性 ケ イ ソ

ウ土との 連結カ ラ ム に よる残留農薬分析 の 検討を行 っ た．

各 カ ラ ム に脂肪酸を多 く含む試料 （玄米，大豆，ご ま，豚

肉，魚）を供試 し，重量を測定す る こ とに よ っ て そ の 精製

能を比較 した．そ の 結果，多孔性 ケ イ ソ ウ土と PSA の 連結

カ ラ ム が最 も効果を発揮す る こ とが確かめ られ た．また，

カ ラ ム 別 ， 溶離液別 に極性の 異 な る 246 種 の 農薬の 抽出効

率につ いて の 試験も実施され た，広範囲の 農薬に適応叮能

な カ ラ ム は，SAX と 1％ 酢酸 を加え た溶離液を用 い た PSA

の 使川が 同様に効果的で あ る こ とが 明 らか に さ れ た ．

　梶田 ら （III−1−57C 　岩手県環境保健研究セ ン タ ー）は，

抽出液の 精製法と して 限外ろ過を 用い ，迅速 か つ 簡易な多

成分
．一
斉 ス ク リーニ ン グ法を検討 した．試料を メ タ ノール

で 抽出 し，抽出液を水／メ タ ノ
ール 混液で 50倍に 希釈 して

試料液 と した，試料液の
一・部を限外ろ 過膜 で 精製 し，ク ロ

ロ フ ィ ル や ス テ ロ
ー

ル な どの マ トリッ クス 成分を除去す る
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こ とが で きた．6種 の 食品で 添加，回収率 50−一・150％，変動

係数 20％ 以下 の 農薬 は 120成分中 98成分で あり，残留農

薬
一

斉 ス ク リー
ニ ン グ分析が 可能で あ る と した．

4．GC 注入 ロ

　落合 ら （III−1−05B） は GCBtPSA で 精製 し た 試料溶出液

（ア セ トニ トリル ／ トル エ ン）200μ1を，濃縮工 程を介 さず

直接 PTVL ＞ に注 入 す る手法 を紹介した．加 えて，マ トリ ッ

ク ス 効果を防ぐた め に Analyte　Protectant（M ，　Anastassiades

らの 手法）を加え る こ と と，自動で ラ イ ナー交換す る シ ス

テ ム の 有用性を紹介した．試料 を大 量 に 注 入 す る た め，通

常の ス プ リ ッ トレス 注入 よ り頻度を上 げて 交換す る必要 が

あ り，お お よそ 20〜25 回が交換の 目安だ との 報告で あ っ た．

　武井 ら （m −1−08B　GL サ イ エ ン ス ） は，不揮発成分が カ

ラ ム に 導入 され るの を防 ぐシ ス テ ム （HNEX −DMI ）を紹介

した．す な わ ち，試料を GC ライ ナー
の 中に 置 い た小 さな

ガ ラ ス容器 の 中に 入れて お き，ラ イ ナ
ー
をオートサ ン プ ラ

ー

で GC 注入 口 に 装填するこ とに より注入 した，不揮発性分

は加熱 され て も気化せ ず容器中に残 る た め，分析カ ラ ム に

不要な夾雑物が導入 されない，実際に使Jl］後の 容器中には ，

ゴ マ 抽出液の 油分が残 っ て い るの が確認で きた，

　Eric　Phillipsら （IH−105B　 Thermo　Electron） は バ
ッ ク フ

ラ ッ シ ュ 機能を持つ PTV 注入 口 を利用 し， カ カオ 中の 残留

農薬の分析を試み た，GC へ 注入 した試料を気化 させ て 分

析カ ラ ム に 導入 後，多量 に 含まれ る ト リグ リセ リ ド類を，

ガ ス 流路 を 切り替 え て ス プ リ ッ トラ イ ンか ら排出 した．さ

ら に，イ オ ン トラ ッ プ内に流す ガ ス 流量を増やす こ とで

MS ！MS 測定の 効率を あ げ，試料 中で の 検 出限界 は 5ppt〜

25ppt で あ っ た，

5．サ ン プリ ン グ シ ス テ ム

　In　Kyung　Kim ら　（III−107A　Chonnam　National　Unlversity）

は GC 注入 口 に 試料を直接入れ る分析方法を考案 した．ま

ず注入 ロ ラ イ ナ ーの 底を囲 じ，側面に 複数の 小孔 を 開 け た

もの を作成した．試料と して用 い た乾燥した胡椒を 内部に

入れ，GC 注入 口 に装填 し，条件を最適化 して ，測定対象

の 農薬を 気化 させ て 測 定 した，溶媒を
一

切使わ な い 分 析法

で ， 添加回収率は良好で ， MRLs も KFDA （韓国食薬庁）

の 基準を満たす もの で あっ た と報告した．

　Jonathan　R．Beck ら　（III−112C　Thermo　E【ectron ） は，　 LC ！

MSIMS に SPE を接続し，　 l　ml の 赤ワ イ ン をオ ン ライ ン 固相

抽出で 濃縮後，分析カ ラ ム に 導入 す る シ ス テ ム を製作 した，

分析 カ ラ ム で 測定 中に SPE を 洗浄す る こ とで ，164圓連 続

注入 して も感度変動 が なか っ た と報告 した．また MS 〆MS に

高分解能機能 （H−SRM） と新 しい 分離機能 FAMIS （イ オ ン

分子相互作用分離）を組み 合わせ る （LC〆FAIMS！MS ！MS ）

こ とで，爽雑物の 多 い サ ン プ ル の 分析 も効果的に で きる と

日本農薬学会誌

報告した．

　浅井 ら （III−II3A　熊本大学） は SBSE （撹拌子 に PDMS

を コ ーテ ィ ン グさ せ た もの ）を用 い て 加工 食品中の 残留農

薬を抽出し，加熱脱着装置を用 いて GCIMS に導入 した．添

加回収率も良好 で， トリプル デ
ー

タ ベ
ー

ス で ス ク リ
ー

ニ ン

グ を試み た 結果 ， 実試料か ら有機塩素系農薬や ビ ス フ ェ

ノール A の 検出が で き た こ とを報告 した，

6．分析力 ラ ム での分離

　上野 ら （III−1−03C 　愛知県衛生研究所）は，有機塩素

系 ・有機 リン系 ・合成 ピ レス ロ イ ド系農薬 を GCIMS の 負化

学 イ オ ン化法 （NCD で ス ク リ
ー

ニ ン グ した後，定量 「生に

優れた GC 一
μECD で 測定 した，2 台の 検出器を装備 した GC一

μECD を用 い，注入 口 か ら Y 字分岐管を用 い て 2 本 の カ ラ

ム へ 導入 し，2種類 の 分離条件 の 測定結果を得 る こ とに よ

り，容易 に 確認操作が 行え るこ とを報告 した．

　杉立 ら （III．1．04A　サ
ー

モ エ レ ク トロ ン）は
，
2 本の カ ラ

ム を FPD とイオ ン トラ ッ プ型 MSIMS へ そ れぞ れ個別 に接

続し，2 つ の 注入 口に 対応 した オートサ ン プ ラーを使 っ て，

1試料を 2 本の カ ラム に個別 に注入 し， FPD と MSIMS の 測

定結果を 1度の昇温 で取得す る方法を紹介した．FPD は感

度 ・ 選択性の 面か ら ス ク リーニ ン グに 適 して お り，検出し

た場合や，妨害成分の 影響をうけた とき に は，選択性の よ

い MS ！MS の 測定結果 か ら確認を行 っ た．また，こ れ らの 取

得デ ータ フ ァ イ ル は ｛個 に な り，フ ァ イ ル 管理 に も容易 で

あ る と報告 した．

　 田中ら （III−1−07A　島津製作所）は，　 GCIMS の 排気 夕
一

ボポ ン プ を強化 し，極性 の 異 な る 2 本の カ ラ ム を取 り付け，

同時 に両方 の 測定デ
ー

タを取得 した，こ の た め 1つ の 物質

は必ず 2 つ の ピー
クを示す こ とに なり，一

方の カ ラム で 測

定対象成分を検出した り，妨害成分 と重な っ た りした 場合

に，別 の 分離条件下で も同時 に測定 して い る ため， 容易に

確認で きる こ とを報告 した．

　村 田 ら （III−1−18C　島津製作所） は LC ！MS に お い て，2

台の ポ ンプ と 2 本の カ ラ ム を 1台の検出器 に接続した．異

な る 2 種類の カ ラム と 2 種類の 溶出条件を用 い，測定後の

カ ラ ム 洗浄時間 を利用 して 流路 を 切 り換 え て ，連続 して 2

種類の分離条件下の 測定結果を得 た．カ ラ ム 洗浄時間を利

用 して 交互 に 測定す る た め，短時間で 確認 を含め た検出の

判定 が 行え る有効性 を紹介 した．

　親水性が 高 く，GC 分析は困難 で，通常 の LC で も分析 カ

ラ ム で 良好 な 分離が 得 られ な い 物質 に 対 し，親水性相互作

用液体 ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

（HILIC）を用 い る 報告 が あ っ

た．向井 ら （III−1−15C　バ イエ ル クロ ッ プ サ イエ ン ス ） は，

グル ホ シ ネ
ー

トと そ の 代謝物を，ポ リマ
ー

系 の 陰イ オ ン 交

換 ミニ カ ラ ム で精製し， HILIC−MSIMS で測定す る簡易分析

法を検討 した，マ トリ ッ ク ス効果を避ける ため，移動相 の
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pH 調整が 必要な 場合が あ っ た が，ピー
ク形状は良好 で あ っ

た と報告 し た．山岸 ら （III．1．21C 　サー
モ エ レ ク トロ ン）

は，ダ ミ ノ ジ ッ ドの 分析 に おい て ，HILIC−MSIMS を用 い る

こ とに よ っ て 容易 に測定で き， 茶葉試料 に 添加 した 結果，

回収率もクロ マ トグラ ム も良好で あ っ たと報告 した，

7． マ トリ ッ クス 効果

　藤田 ら （田一1−26B　残留農薬研究所） は LC ！MS に よ る マ

トリ ッ クス 効 果 の 研究結果 を報告 した．厚生労働省の 通知

法H に よ る精製方法で は，マ トリ ッ ク ス 効果 に よ るイ オ ン

化抑制の 見 られ る作物が あ っ た．イ オ ン 化抑制の 影響は希

釈 に よ っ て 減少 させ る こ とが で き た が，同 じ作物 の 抽出液

で 調製 した 標準品 （matrix 　matched 　standard ） で 定量するこ

とが 最善で あ っ た．しか し，多数 の 作物を測定す る 場合 に

は，全 て の 作物 で 個別 に 標準溶液を調製す る こ とは，非常

に煩雑で あるた め実用的 で ない．そ こ で 柑橘類 の 抽出液を

用 い，マ トリ ッ ク ス 効果の 比較検討を行 っ た，そ の 結果，

マ トリ ッ ク ス 効果 は化合物と 作物 に よ っ て 異 な り， 異な る

作物抽出液を用 い て補 正 可能 な農薬もあ っ た が，フ ェ ン ヘ

キ サ ミ ドの よ うに レ モ ン で 同 収率 300％，オ レ ン ジで 50％

と大きな 差 が み ら る農薬もあ った，また
， 同 じオ レ ン ジ で

も品種の 違 い に よ っ て マ トリ ッ ク ス 効果の出方が 異な る場

合 もあ り，マ トリ ッ ク ス 代替物の 選 択 は困難で あ っ た．

8．検出器

　澁谷 ら （III−1−14　 日 本食品分析 セ ン ター
） は ，従来法で

は区別で きな か っ た ア ラ ニ カ ル ブ，チ オ ジ カ ル ブ，メ ソ ミ

ル 及 び メ ソ ミル オ キ シ ム を HPLC −UV を用 い て 別 々 に 定量

す る方法を報告 した．ア ラ ニ カ ル ブは 農作物中で 代謝 され，

主な代謝物 と して メ ソ ミ ル 及び メ ソ ミル オキ シ ム が生成す

る，同じカ
ーバ メ

ー
ト系 の チオ ジカル ブ及びメ ソ ミル は畑

作で 広 く使われて お り， 同 じ くメ ソ ミル オ キ シ ム に分解す

る．従来用 い られて きた分析法 で は，こ れ らを水酸化ナ ト

リ ウ ム で 加水分解 し，生成 した メ ソ ミル オキ シ ム を GC −

NPD 〆FTDIFPD （S）で定量す る とい う もの で あ った た め ， 農

薬使用履歴 の 情報が な ければ何に 由来す る の かは 分か らな

か っ た．HPLC −UV を用 い て リ ン ゴ試料及び ネ クタ リ ン試料

中に 残留す るア ラニ カル ブ，チ オ ジ カル ブ，メ ソ ミル 及 び

メ ソ ミル オ キ シム を別 々 に定量 した が，そ れ ぞ れ の 検出感

度及び 選択性は 十分 満足で き る もの で あ っ た，

　滝埜ら （IH−1−22A 　横川 ア ナ リテ ィ カ ル シ ス テ ム ズ ） は

TOF −MS で の フ ル ス ペ ク トル 測定が，測定対象外の 農薬 も

含め た ス ク リー
ニ ン グ 測定に 向い て い る こ とを提案 した，

オ レ ン ジ中の クロ フ ェ ン テ ジ ン 等で は，分解能の 高い TOF−

MS で マ ス クロ マ トグラ ム に 妨害が多く見 られ，選択性の 面

で は MSIMS の 方が 優れて い た，しか し，各試料 に っ きス

キ ャ ンデータを取 っ て お くこ と は，測定時 に 想定 して い な
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か っ た 物質の 検索 に有用 で あると報告 した．

　Chang−Hwan 　Oh ら　（III−1−29B　Semyung　University）　は管

理手続きの 複雑な ECD の 代 わ りに Pulsed　Discharge　Detector

（PDD） を用 い ，μECD とほ ぼ 同等 の 感度が得 られるうえ，

NPD に感度があ る化合物 に つ い て も，　 NPD より 10倍程度

高感度に 測定で き る こ とを報告 した，

9． EuSA

　検出手段 と して ELISA を 用 い る 方法 も多 く発表 された ，

山下 ら （nI−1−43A 　ホ リバ バ イオ テ ク ノ ロ ジー）は エ マ メ

クチ ン抗休と して 最 も高い 活性を示した，モ ノ ク ロ
ーナ ル

抗体 EMT2 −17H−2 を用 い て イ ム ノア ッ セ イ キ ッ トを作成し

た．測定 レ ン ジは O．3−−3．Ong！ml ，・ICsoは 0．92ng！ml で あ っ た．

野菜 8品 目 （は くさ い，ほ うれん そ う，レ タ ス，ね ぎ，ト

マ ト，キ ャ ベ ツ，ブ ロ ッ コ リー，き ゅ うり）で の エ マ メ ク

チ ン 回収率は 91kl15°

／。 で ，野菜 の 残留農薬分析 に 適用可

能で あ る と した．

　畠山 ら （III−1−44B 　岩手県環境保健研究 セ ン タ
ー

） は ，

柑橘類中イ マ ザ リル の 迅速分析法 に ELISA を用 い た，試料

を メ タ ノ
ー

ル で 抽出 し，蒸留水で 最終濃 度 が 20％ メ タ ノ
ー

ル 濃度に な る よ うに 50 倍希釈 した 後， 限外ろ過法に よ り精

製した，市販の柑橘類4 品目 （オ レ ン ジ，ネ ーブル オ レ ン

ジ，グ レ
ープ フ ル ー

ツ，ス ィ
ーテ ィ

ー
） で 添加 回収 試験 を

行い ，ELISA と LCIMSIMS で 測定し比較した と こ ろ，相関

係数は 0、94 （傾 き＝0，812）と良好で あ り，ELISA で の 測定

は 日 常分析法 と して 有効で あ る と報告 した．

　Bo　Mee　Kjm ら　（III−110A　Chonnam　Nationa［University）

は 農薬そ れ 自体 の 測定で な く，ア セ チ ル コ リン エ ス テ ラー

ゼ との 結合反応を測定す る ELISA キ ッ トを開発 した，農薬

の 同定は不 il∫能で あるが，残留 の 有無 の み を 15分で 判別 で

きるとして お り，Poster　Awards の 銅賞 に輝 い た．

10．データ解析

　 田 中 ら （田一1−06C　島津製作所） は，　 GCtMS の NCI で ス

キ ャ ン 測定 を行 い
， NCI 用 ラ イ ブ ラ リーを構築した ．さ ら

に ，
こ れを用 い る こ とに よ っ て ， GCIMS 〆NCI の ス キ ャ ン測

定 に よ る ス ク リーニ ン グ分析 が 効果的 で あ る こ とを報告 し

た．

　山上 ら （III．1−09C　西川計測），中ら （m −1−iOA　新川電

機），門上 ら （III−1−llB　北九州市環境科学研究所），中村

ら （III−1−12C　ア ジ レ ン ト），上 出 ら （III−1−13A 神戸市環

境保健研究所），木村ら （III−1−74A 　林純薬工 業）の
一・

連

の グループ は，GCIMS の ス キ ャ ン分析 に よ る測定 を 行 い，

解析用デ ー
タベ ー

ス ソ フ トウ エ ア を用 い て 定性，定量，連

続測定 に よ る分析機器 の 劣化 の 評価，さ らに そ の 機構全体

の 評価等を行 っ た，

　Eric　Phillipsら （III・104A　Thermo　Electron） も同様 な プ

N 工工
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ロ グ ラ ム を開発し，GCIMS の ス キ ャ ン分析 データ か ら自動

的 に ラ イ ブ ラ リ検索 を行 い ，370 農薬 の 存在 を判定で き る

と報告 した，

11．分析結果

　秋山 ら （III−1・24C　兵庫県立健康科学研究 セ ン タ
ー

） は

Californja　Department　of 　Food　and 　Agriculture（CDFA）　と

Luke法 に 改良を加 え，　 GC〆MS 及び LC〆MS を駆使 して 500

種 （農薬 ： 457，代謝物質 ： 43） に およぶ 農薬
一
斉分析を

行 っ た結果を発表 した，GC 〆MS および LCIMS で ス キ ャ ン

分析を行い
， そ れ ぞ れ 350 種 150 種の 農薬及びそ の 代謝

物質に つ い て 測定 した．95％ 以上 の 物質か ら 50〜140％ の

回収率 が 得 られ，定量限界は O．Olppm を満 た し た．ま た，

年間約 200 検体 の 農産物中 の 残留農薬実態調査 を 11年間

継続して実施した結果 ， 痕跡値を含め た農薬の検出率は 約

60e／，，複数農薬の 同時検出率は約40％ で あ っ た，国産農産

物 で は，ア セ タ ミプ リ ドや カ ル ベ ン ダ ジ ム が 野菜 ・果実 か

ら，輸入農産物 で は，イ マ ザ リル，ク リル ピ リホ ス 等 の ポ

ス トハ
ーベ ス ト農薬が 柑橘類 か ら高頻度で 検出さ れた こ と

を報告 して おり，見事 Poster　Awardsの 金賞 に輝い た．

　熱帯地域 で は植物や昆虫 の 成長 が 早 く，温帯地域 の 国で

開発，試験 された 農薬を使用 す る 場合，そ の 使用頻度 や 濃

度を超えて施用 しなければ作物防除がで きな い 事例もある．

A ．Bhattacharyya，　H ．　Banerjeeら　（III−1−46A
〜52A，56B 　Pes−

ticide　Residue　Laboratery） イ ン ドの グ ル ープ は，貯蔵穀類 へ

使用 した ポス トハ ーベ ス ト農薬の 消長， ピリダ リル の キ ャ

ベ ツ へ の 作物残留試験，水稲生態系中の イ ミダク ロ プ リ ド，

チオ ベ ン カ ル ブ の 動態，茶葉で の ク ロ チ ア ニ ジ ン，ミル ベ

メ ク チ ン の 残留性，トマ トに お け る シ モ キ サ ニ ル ・
マ ン ゼ

ブの 残留性に つ い て の 調査を行い ，残留 レ ベ ル に 問題が な

い こ と を報告 した．

　Gavin　Rose ら　（ill−1・66C　Primary　Industries　Research　Vic・

toria） は ，ワ イ ン 生 産 の 副産物で あ る ブ ドウ 種油 に，殺虫
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剤や殺菌剤が 含 ま れて い る こ と を報告した．各農薬の 水／

オ ク タ ノ
ー

ル 分配係数 に よ りそ の 挙動 は 異 な る が，一
部 の

農薬 で は ブ ドウ全体 の 濃度よりも高濃度 に 濃縮 されて い る

こ とが 明 らか に な っ た．

　Nimfa　C．　Chen ら　（III−1−62B　National　Pesticide　Analytical

Laboratory） は ，
　 JICAプ ロ ジ ェ ク トに よ っ て 援助を受 け ，

フ ィ リピ ン国内の 農薬残留モ ニ タリン グ計画を 2000年より

立 ち上 げた．こ れ に よ り6年間で ，
フ ィ リピ ン国内6 カ所

で 12種類 の 主要農産物に つ い て ， 合計 5471 試料の 検査 を

行 い ，うち ］8．5°
／。 か ら農薬を検出した こ とを報告した，こ

れ は フ ィ リ ピ ン 国の 成果で あ る と同時に，現地で 長年指導

を行 っ た 日本人専門家の成果で もあ っ た．

　川 元，矢野 ら （III−1−70A ，71B　兵庫県立 健康科学研究 セ

ン ター
） は，兵庫県内各地 の 河川水 や 上 水道水中の 残留農

薬 に つ い て 調査 した結果 を報告 した．河川水 か らは合計 24

種類 の 農薬が検出 され，そ の うち の 14種類は 上 水道水か ら

も検 出さ れた．また，最近 の 5年問の 調査結果か ら，表流

水は地下水 よ りも農薬 の 汚染を受けて い るこ とがわか っ た，

こ れ ら全 て の 農薬 は 低濃度 で の 残留 で あり，水質 に 関して

問題なか っ た こ と報告 した．

　M ．Anastassiadesら （III−1・72C 　CVUA 　StUttgart） は，測

定され た 農薬 の 残留値，農薬使 用 実態 や 各国の 規制状 況，

農薬の 物性 や毒性情報を世界各国か らを集め ， イ ン ター

ネ ッ ト上 に置くこ と に よ り，膨大な 量の 情報の 共有化 を進

め て い る こ と を報告し，ま た 更 な る 参画 を う な が した．

（wwwpesticides ・online ．cQm ）現在で も EU 圏内の残留データ

蓄積量 は非常に 多く，その データの 有用性は膨大で あ る，

　　　　　　　　　起橋雅浩 （大阪府立公衆衛生研究所），

杉立 久仁代（サー
モ フ ィ ッ シ ャ

ーサ イエ ンテ ィ フ ィ ッ ク （株）），

　　　　　　畠山え り子 （岩手県環境保健研究セ ン タ
ー
），

　　　　　　　　　中野亜弓 （岩手県農業研究セ ン タ
ー
），

　　　　　　 市川 有二 郎 （千葉大学大学院園芸学研究科）
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